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＜連絡事項＞
・特記事項なし。

＜入室状況＞
【転出】
・立花　愛子様～東病棟Cユニット5号室→南病棟Cユニット206号室

【ユニット移動】
・高柳　和子様～東病棟Aユニット16号室→東病棟Cユニット5号室

＜患者様情報＞
・瀧澤　幸輝様～主治医指示にて本日夕よりオランザピン（2.5）1T除剤する。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。開放観察中は他室侵入繰り返し迷惑行為あり。早めに開放観察終了としている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。スタッフ対面時は不穏興奮無く被害妄想的訴えも聞かれず。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・滝澤　幸輝様～終日隔離中。食事は介助しているが、強いむせあり、1/4～1/3で終了している。不潔行為なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・磯嶋　茜様～身体拘束中。午前午後1時間ずつの拘束解除の指示あり。介助中は不穏興奮や他者とのトラブル等なく過ごし事が出来ている。各拘束部位の異常なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。気分高揚さや危険行為なし。身体拘束部位トラブルなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜措置入院患者様ケース検討＞
[bookmark: _GoBack]・藤井　崇史様～スタッフ対面時は不穏興奮や被害妄想的訴え聞かれず。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。
